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抄録 
青年期タイ人から習慣的な栄養素摂取量を把握するため2種類の半定量式食物摂取頻度調査票を

開発した．ひとつは，日本人の栄養素摂取量評価に用いるSFFQを青年期タイ人56人に行った食事

記録調査をもとに改編した調査票（Thai_FFQ1），もうひとつはタイの国民栄養調査で使用してい

る食物摂取頻度調査票に目安量を設定した調査票（Thai_FFQ2）である．Thai_FFQ2による解答の

精度を上げるために目安量ごとに掲載した写真集を開発した．Thai_FFQ1，Thai_FFQ2それぞれに

ついて，荷重平均成分表も開発した． 
252人の青年期タイ人に実施したThai_FFQ1，Thai_FFQ2のデータから推定された栄養素摂取量は

高い相関を示したことから，青年期タイ人の習慣的な栄養素摂取量を把握するために利用できる

可能性が示唆された． 
 

１． 緒言 
食環境は，社会経済情勢の変化に伴う食料供給

の質と量の変化，生産・流通・消費形態の変化によ

り大きくしかも短期間で変化するため，日本で問

題となっている食に起因する様々な健康問題はタ

イ（特にバンコク・チェンマイなどの都市）におい

て同様に起きている[1, 2]．わが国では食行動の多様

化が進む中で，朝食欠食，孤食，偏った栄養摂取，

肥満傾向の増加，過度の痩身志向などがみられ，生

活習慣病と食生活との関連も指摘されているが[3]，

これらの食に起因する健康問題を解決することは

タイにおいても今後重要な課題となっていくこと

は予想される． 

しかしながら，タイでは食習慣や健康リスクを

評価する方法が確立されておらず，食品・栄養素

摂取量を把握して食文化，食環境，食習慣，健康

リスクの相互関連性について検討した研究は実施

されていない． 
本研究では，青年期タイ人から習慣的な栄養素

摂取量を把握するため 2 種類の半定量式食物摂取
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頻度調査票を開発し，算出した食品・栄養素摂取

量の比較をすることによって，タイにおける栄養

素摂取量の推定方法に関する評価を行う． 
 

２． 方法 
2.1. 食物摂取頻度調査票の開発 

(1)半定量食物摂取頻度調査票（FFQ1） 
 平成 23 年 8 月に，チェンマイ・ラジャバット大

学の学生(n=73)を対象に 2 日間の食事記録調査を

行った．2 日日間の調査回答を得られた者(n=56)
の調査結果から，摂取頻度の多い食品を抽出し

た．青年期日本人の栄養素摂取量推定に用いる半

定量食物摂取頻度調査票 [4]の食品項目からタイ

では摂取頻度が少ない食品を削除し，上記調査で

抽出された摂取頻度の多い食品を追加して，80

食品項目の半定量食物摂取頻度調査票(FFQ1)を開

発した．調査は過去 1 年間の平均的な摂取頻度を

「食べなかった」「月に 1 回以下」「月に 2-3 回」

「週に 1 回」「週に 2-3 回」「週に 4-6 回」「毎日 1
回」「毎日 2 回以上」の中から選択し，1 回に摂

取する量を目安量に比べて「5 割減」「2-3 割減」

「同じくらい」「2-3 割り増」「5 割増し以上」の

中から選択する． 
 

(2)半定量食物摂取頻度調査票（FFQ2） 
 タイでは 2009 年に第 4 回国民健康調査（The 
Fourth National Health Examination Survey, 

NHES4）の中で栄養調査が実施されている [5]．

使用された食物摂取頻度調査票には目安量の記載

がなく，摂取量を算出できない．そこで，新たに

アルコール・嗜好飲料を加え，目安量を設定して

113 食品項目の半定量食物摂取頻度調査票

（FFQ2）を開発した．調査は過去 1 年間の平均

的な摂取頻度を「食べなかった」「月に 1 回未

満」「月に 1-3 回」「週に 1-3 回」「週に 4-6 回」「1

日 1 回以上」の中から選択し，1 回に摂取する量

を目安量に比べて「半分以下」「同じくらい」「2
倍以上」の中から選択する．目安量を正確に把握

してもらうために，各食品について目安量の写真

を撮影し，FFQ2 のための食品目安量写真集を開

発し，調査の際には写真集を見ながら 1 回に摂取

する量を回答してもらうこととした． 

  Table 1 に，FFQ1 および FFQ2 のみに掲載され

ている食品項目を示す． 
 

 

2.2. 調査の実施 
(1)対象者 

タイ王国チェンマイ・ラジャバット大学に在籍

する大学生 266 名（女性 220 名，男性 46 名）を

対象とし，身体測定と食物摂取頻度調査

（FFQ1，FFQ2）を実施した．調査結果の集計

後，各 FFQ への回答に 3 分の 2 以上の欠損があ

った 14 名を除外し，252 名（女性 208 名，男性

44 名）を解析対象とした．対象者に対し本研究

の主旨，個人情報保護方針，調査の結果は集団と

して解析されることについて十分な説明を行い，

調査への回答をもってその旨に同意したとみなし

た．なお，本研究の倫理的配慮については，大妻

女子大学の倫理審査委員会の承認を得ている

（2014 年 7 月 2 日付）． 
 

(2)調査方法 

調査は，2014 年 9 月 3-5 日と 2015 年 9 月 2-4

日のいずれか 1 日に実施された．身体測定とし

て，体重，体脂肪率，基礎代謝量，推定骨量，筋

肉量を，左右部位別体組成計インナースキャン

BC-611（タニタ製）を用いて測定した．身体測

定後に，FFQ1，FFQ2，食品目安量写真集を配布

し，FFQ1，FFQ2 への回答を同時に得た． 
 

(3)栄養素摂取量の算出 

既存のタイ食品成分表[6]や ASEAN 食品成分表
[7]には，掲載されている栄養素の種類が少ないた

め，日本食品成分表 2010 [8]を使用して，FFQ1，

FFQ2 に掲載されている食品項目について荷重食

品成分表を作成し，栄養素の算出を行った． 
 

2.3. 統計解析 

FFQ1，FFQ2 から計算されたエネルギーおよび

51 種類の栄養素について，平均値，標準偏差，

中央値，および摂取量の差を下記の式にて算出し

た． 
 

%difference = (FFQ2－FFQ1)/FFQ2＊100 
 

FFQ1 から計算された栄養素と FFQ2 から計算

された栄養素のスピアマン順位相関を算出した．

FFQ2 から計算された栄養素の摂取量によって対

象者を 3 分位にし，各群の FFQ1 から計算された

栄養素摂取量の平均値を算出し，カテゴリーの完

全一致度(%)を算出した．本解析には，SAS 
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ver.9.4（SAS Institute Inc.）を用い，有意水準は

5％（両側検定）とした． 
 

３． 結果 
3.1. 対象者の特徴 

調査時の平均年齢は女性 20.2±1.5 歳，男性

20.7±1.5 歳であった．BMI が 25 以上の肥満傾向

の人は女性 25.0％，男性 31.8％，18.5 未満の痩せ

は女性 23.1％，男性 13.6％であった．肥満傾向の

割合は，タイ国の NHES4 における 15-29 歳の女

性の割合(20.6%)，同男性の割合(18.5%)に比べて

高値であった[9]（table 2）． 

 
3.2. 平均値の差，相関係数による評価 

エネルギーおよび 48 栄養素のうち，FFQ2 から

推定された栄養素が FFQ1 から推定された栄養素

より多かったのは女性では 35 種類，男性では 22

種類，FFQ1 から推定された栄養素が FFQ2 から

推定された栄養素より多かったのは女性では 8 種

類，男性では 9 種類であった．FFQ1 から推定さ

れた値のほうが高かった栄養素のうち，食塩，β

カロテン，ビタミン K は男女で，ヨウ素，γトコ

フェロールは男性で FFQ2 から推定された値の 2

倍以上であった． 

FFQ1 と FFQ2 から推定されたエネルギーと 48
栄養素の相関係数は女性では 0.30-0.72 の範囲，

男性では 0.48-0.79 の範囲であり，男女ともエネ

ルギーとすべての栄養素で有意な相関がみられた

(p<0.001)．もっとも相関係数の高かったのは，女

性ではリン(r=0.72)，男性ではマグネシウム

(r=0.79)であった（table 3，4）． 
 

3.3. カテゴリーの一致率による評価 

 FFQ2 から計算された栄養素の摂取量によって

対象者を 3 分位にし，各群の FFQ1 から計算され

た栄養素栄養素摂取量の平均値を算出した結果，

男女ともエネルギーおよびすべての栄養素で，

FFQ2 から推定された摂取量が多い群ほど FFQ1

から推定された摂取量の平均値は高くなる傾向が

みられた．3 分位のカテゴリーの完全一致率の平

均値は女性では 54.4％，男性では 58.6％であっ

た．もっとも一致率の高かったのは，男女ともパ

ントテン酸(100%)であり，2 番目に一致率の高か

ったのは女性ではリン(65.4%)，男性では αトコ

フェロール(75.0％)であった（table 5，6）． 

 

４． 考察 
青年期タイ人から習慣的な栄養素摂取量を把握

するために開発した FFQ1 と FFQ2 から算出され

たエネルギーおよび栄養素摂取量の相関は高く，

3 分位のカテゴリーの完全一致率も高かった． 

タイ国では，1991 年に第 1 回国民健康調査

（NHES1）が実施され，その後約 5 年に 1 回行わ

れてきた NHES は 5 回目を迎えている．4 回目の

NHES からは，24 時間思い出し法や食物摂取頻度

調査法を用いた栄養調査も行われている[9]．しか

し，栄養調査法の開発，妥当性や再現性について

評価がされていない．NHES4 の結果も就学前の

子供の栄養摂取については報告があるが[10]，青年

期の栄養摂取については報告されていない． 

本研究の FFQ1 と FFQ2 から推定されたエネル

ギーと 48 栄養素の相関係数はすべて有意であっ

たが，摂取量の平均値には差がある栄養素があっ

た．特に，食塩，βカロテン，ビタミン K は男女

とも FFQ1 から推定された値のほうが高かった． 
食塩は，FFQ1 からの摂取量が，女性では

240%，男性では 337％高値であった．100g 当た

り食塩含有量が 5g 以上の食品は，FFQ1 ではナン

プラー(16.0g/100g)，ソース(8.4g/100g)であり，

FFQ2 では果物の塩漬け(22.1g/100g)，塩漬け魚

(14.3g/100g)，発酵食品塩漬け魚(14.3g/100g)，ナ

ムプリックプラーラー(14.3g/100g)，ゲーンペッド

(10.7g/100g)であった．FFQ2 のほうが食塩含有量

の多い食品の掲載数が多いが，週に 1 回以上摂取

する食品は FFQ1 に載っているナンプラーは

63％，ソースは 36%であるのに対し，FFQ2 に載

っているゲーンペッド 22％，果物の塩漬け

19％，発酵食品塩漬け魚 13%，ナムプリックプラ

ーラー11％，塩漬け魚は 1%であった．タイでは

味付けの基本はナンプラーであり[11]，多くの料理

に使用されるため摂取頻度が高い．FFQ2 に掲載

されている食品は NHES4 の質問票に記載のある

食品項目であるが，タイの伝統食品であり，青年

期タイ人の摂取頻度は少なかった．一方，FFQ2

では調味料の項目がないため，料理から摂取され

た食塩しか計算されなかった．このため，FFQ1
の食塩摂取量が多くなったものと思われ，FFQ1

から計算された食塩摂取量が本研究対象者の習慣

的食塩摂取量を反映しているのではないかと考え

られる． 

βカロテンは，FFQ1 からの摂取量が，女性で

は 390%，男性では 434％高値であった．100g 当
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たり βカロテン含有量が 100 ㎍以上の食品は，

FFQ1 では緑の野菜(4,300 ㎍/100g)，かぼちゃ

(3,500 ㎍/100g)，のり(2,700 ㎍/100g)，トマト(540

㎍/100g)，ケチャップ(670 ㎍/100g)，トマトジュ

ース(350 ㎍/100g)であり，FFQ2 ではナムプリッ

クヌム(7200 ㎍/100g)，プルーン(1,100 ㎍/100g)，

野菜の塩漬け(822 ㎍/100g)，ゲーンオム(824 ㎍

/100g)，マンゴー(610 ㎍/100g)，グァバ(580 ㎍

/100g)，フトモモ(580 ㎍/100g)，野菜ジュース(350

㎍/100g)，ネーム(216 ㎍/100g)であった．週に 1
回以上摂取する食品は FFQ1 に載っている緑色の

野菜は 86％，黄色の野菜は 56%，赤色の野菜は

56%，ケチャップは 40%であるのに対し，FFQ2
に載っているグァバは 31%，ナムプリックヌムは

25%，フトモモは 22%，ゲーンオムは 18%，野菜

の塩漬けは 15％，ネームは 8%，プルーンは 4%
であった．FFQ1 に載っている緑の野菜の βカロ

テン含有量は高く，摂取頻度も高かった．FFQ2

には野菜類の食品項目は野菜の塩漬けのみであっ

たことが，FFQ1 の βカロテン摂取量が多くなっ

た理由である．青年期タイ人の緑の野菜，黄色の

野菜，赤色の野菜の摂取頻度が高かったことか

ら，FFQ にこれらの食品項目を掲載するべきであ

り，FFQ1 から計算された βカロテン摂取量が本

研究対象者の習慣的 βカロテン摂取量を反映して

いるのではないかと考えられる． 

ビタミン K は，FFQ1 からの摂取量が，女性で

は 360%，男性では 243％高値であった．100g 当

たりビタミン K 含有量が 50g 以上の食品は，

FFQ1 では糸引き納豆(870 ㎍/100g)，のり(520 ㎍

/100g)，緑の野菜(250 ㎍/100g)，わかめ・昆布(140
㎍/100g)，鶏肉脂身あり(53 ㎍/100g)であり，FFQ2

では納豆(870 ㎍/100g)，鶏肉脂身あり(153 ㎍

/100g)，豆腐加工品(68 ㎍/100g)，揚げ物鶏肉(67
㎍/100g)，野菜の塩漬け(60 ㎍/100g)であった．週

に 1 回以上摂取する食品は FFQ1 に載っている緑

の野菜は 86％，鶏肉脂身ありは 45％，のりは

28％，わかめ・昆布は 18%，納豆は 6％であるの

に対し，FFQ2 でも鶏肉脂身ありでは 18％，揚げ

物鶏肉は 17%，野菜の塩漬けは 15％であった

が，納豆 4%，豆腐加工品 2%であった．ビタミン

K は，納豆に多く含まれているが，青年期タイ人

摂取頻度は少ない．ビタミン K 摂取量の差には

FFQ1 にのみ掲載のある緑の野菜からの摂取量が

影響していると思われる． 

本研究で開発した FFQ1 の食品項目は，青年期

タイ人の 2 日間の食事記録調査から摂取頻度の高

い食品を選択している．したがって，現代の青年

期タイ人の習慣的な食品・栄養素摂取量を把握す

ることが可能であると考える．FFQ2 は NHES4 で

使用された食物摂取頻度調査票の食品項目にアル

コール・嗜好飲料を加えたが，調味料や青年期タ

イ人の摂取頻度が高い緑の野菜等の食品項目が不

足している．しかし，FFQ2 を実施する際は各食

品の目安量について写真集を見ながら回答を得た

ため，正確な摂取量が把握できたと考える．ま

た，栄養計算をする際は，日本食品成分表 2010

から FFQ1，FFQ2 に掲載されている食品項目につ

いて荷重食品成分表を作成したものを使用したた

め，タイ食品成分表や ASEAN 食品成分表では計

算できない栄養素についても算出が可能となっ

た．なお，タイ人栄養素摂取量を日本の食品成分

表を用いて算出することの可否については，現在

論文作成中である． 

食物摂取頻度調査票の妥当性を評価する際は，

測定誤差が食物摂取頻度調査法より低いと思われ

る秤量式食事記録調査や 24 時間思い出し法によ

る調査などから算出された栄養素と比較すること

が一般的である[12]．本研究では，2 種類の食物摂

取頻度調査票を比較しているので，得られた結果

をもって妥当性が検証されたとは言えない．しか

し，異なる方法で作成され，実施された FFQ か

ら推定された各栄養素摂取量の相関や 3 分位のカ

テゴリーの完全一致率が高かったことは，本研究

で開発された FFQ が青年期タイ人の栄養素摂取

量を把握できる可能性を示している．今後は，数

日間の食事記録調査や 24 時間思い出し法を実施

して妥当性を検証する必要がある．研究対象者は

女性の割合が高かったので，男性についても対象

者数を増やした解析が必要である．本研究の対象

者の肥満の割合は，NHES4 における 15-29 歳の肥

満の割合より高値を示したことから，一般的な青

年期タイ人の栄養素摂取量を代表していない可能

性がある． 
 

５． 結論 
青年期タイ人の栄養摂取量を把握するために開

発された 2 種類の食物摂取頻度調査から推定され

た栄養素摂取量は高い相関を示したことから，青

年期タイ人の習慣的な栄養素摂取量を把握するた

めの利用可能性が示唆された． 
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Table 2 Characteristics of participants
women (n=208) men (n=44)

Mean ± SD Minimum Maximum Mean ± SD Minimum Maximum

age 20.2 ± 1.5 18.0 25.0 20.7 ± 1.8 18.0 26.0
height 158.8 ± 5.8 140.0 170.0 171.8 ± 6.5 160.0 197.0
weight 58.5 ± 14.4 35.1 112.0 69.4 ± 15.1 48.2 108.4
BMI 22.9 ± 5.1 14.6 48.2 23.5 ± 5.1 16.9 37.5

BMI＜18.5 48 (23.1)* 6 (13.6)
25＞BMI≧18.5 108 (51.9) 24 (54.6)
BMI≧25.0 52 (25.0) 14 (31.8)

*;n(%)

Table 1. FFQ1 または FFQ2 のみに載っている食品項目の比較 
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mean ± sd median mean ± sd median crude value P value
Energy (kcal) 1829 ± 1109 1564 2068 ± 1409 1779 12 0.0004 0.68 <.0001
Protein (g) 66.1 ± 36.0 58.2 96.2 ± 66.8 82.9 31 <.0001 0.69 <.0001
Total fat (g) 49.9 ± 29.6 43.9 65.1 ± 52.0 51.3 23 <.0001 0.69 <.0001
SFA (g) 18.39 ± 11.57 15.65 21.70 ± 17.00 16.51 15 0.0002 0.68 <.0001
MUFA (g) 17.95 ± 10.61 15.46 23.06 ± 18.43 17.90 22 <.0001 0.66 <.0001
PUFA (g) 7.53 ± 4.46 6.53 8.90 ± 6.87 7.63 15 0.0002 0.68 <.0001
n-3 PUFA (g) 1.13 ± 0.70 1.01 1.52 ± 1.46 1.07 25 <.0001 0.60 <.0001
n-6 PUFA (g) 6.98 ± 4.27 5.92 9.51 ± 7.61 7.72 27 <.0001 0.66 <.0001
Cholesterol (mg) 291 ± 172 264 463 ± 362 392 37 <.0001 0.68 <.0001
Carbohydrate (g) 269.5 ± 185.6 222.6 268.3 ± 180.5 230.2 0 0.9099 0.60 <.0001
Soluble dietary fibers (g) 2.7 ± 1.8 2.2 2.9 ± 2.7 2.1 8 0.1102 0.55 <.0001
Insoluble dietary fibers (g) 8.0 ± 4.9 6.8 10.5 ± 9.3 8.0 24 <.0001 0.53 <.0001
Total dietary fibers (g) 10.8 ± 6.8 9.3 13.3 ± 11.9 9.9 19 0.0003 0.55 <.0001
Natrium（mg) 9986 ± 5485 9132 3653 ± 4119 2031 -173 <.0001 0.46 <.0001
Potassium (mg) 2531 ± 1496 2236 2770 ± 2140 2212 9 0.0254 0.68 <.0001
Calcium (mg) 574 ± 369 500 487 ± 385 395 -18 0.0001 0.65 <.0001
Magnesium (mg) 229 ± 132 204 282 ± 214 219 19 <.0001 0.68 <.0001
Phosphorus (mg) 976 ± 536 874 1313 ± 903 1098 26 <.0001 0.72 <.0001
Iron (mg) 7.0 ± 4.1 6.3 12.1 ± 11.4 9.1 42 <.0001 0.61 <.0001
Zinc (mg) 9.0 ± 5.0 7.8 11.9 ± 8.2 10.6 25 <.0001 0.70 <.0001
Copper (mg) 1.10 ± 0.66 0.94 1.56 ± 1.22 1.29 29 <.0001 0.61 <.0001
Manganese (mg) 2.97 ± 1.69 2.66 3.47 ± 2.81 2.54 14 0.0017 0.53 <.0001
Iodine (µg) 437 ± 273 389 266 ± 183 226 -64 <.0001 0.62 <.0001
Serene (µg) 27 ± 18 23 79 ± 75 59 66 <.0001 0.62 <.0001
Chrome (µg) 6 ± 5 4 6 ± 5 4 -2 0.7434 0.55 <.0001
Molybdic (µg) 114 ± 84 97 166 ± 112 142 31 <.0001 0.59 <.0001
Retinol (µgRE) 955 ± 1219 509 3701 ± 6359 1501 74 <.0001 0.59 <.0001
Alpha-carotene (µg) 131 ± 124 96 70 ± 100 36 -87 <.0001 0.37 <.0001
Beta-carotene (µg) 5470 ± 4383 4391 1115 ± 1310 665 -390 <.0001 0.30 <.0001
Cryptoxanthin (µg) 90 ± 65 72 165 ± 255 84 45 <.0001 0.54 <.0001
Vitamin A (µg) 1888 ± 1546 1408 3905 ± 6440 1688 52 <.0001 0.54 <.0001
Vitamin D (µg) 1.3 ± 1.0 1.1 4.3 ± 6.5 2.8 71 <.0001 0.45 <.0001
Alpha-tocopherol (mg) 7.6 ± 5.0 6.2 6.9 ± 5.9 5.0 -10 0.0716 0.57 <.0001
Beta-tocopherol (mg) 0.1 ± 0.1 0.1 0.4 ± 0.4 0.3 64 <.0001 0.54 <.0001
Gamma-tocopherol (mg) 6.5 ± 4.7 5.5 4.0 ± 3.9 2.6 -62 <.0001 0.63 <.0001
Delta-tocopherol (mg) 1.3 ± 1.3 0.9 1.3 ± 1.4 0.7 -1 0.9272 0.58 <.0001
Vitamin K  (µg) 284 ± 201 248 62 ± 48 49 -360 <.0001 0.43 <.0001
Vitamin B1 (mg) 1.19 ± 0.71 1.00 1.66 ± 1.18 1.42 29 <.0001 0.65 <.0001
Vitamin B2 (mg) 1.59 ± 0.94 1.39 2.17 ± 1.86 1.63 27 <.0001 0.65 <.0001
Niacin (mgNE) 13.1 ± 7.9 11.5 22.4 ± 16.9 19.0 41 <.0001 0.66 <.0001
Vitamin B6 (mg) 1.14 ± 0.62 1.02 1.53 ± 1.17 1.30 26 <.0001 0.66 <.0001
Vitamin B12 (µg) 5.0 ± 4.6 3.4 17.3 ± 24.2 9.4 71 <.0001 0.58 <.0001
Folate (µg) 318 ± 202 265 499 ± 630 308 36 <.0001 0.56 <.0001
Pantothenic acid (mg) 6.54 ± 3.58 5.77 9.09 ± 7.32 7.26 28 <.0001 0.70 <.0001
Biotin (µg) 24.9 ± 20.4 19.4 69.4 ± 96.4 41.3 64 <.0001 0.61 <.0001
Vitamin C (mg) 80 ± 52 69 137 ± 171 78 42 <.0001 0.48 <.0001
Salt (g) 25.3 ± 13.9 23.2 7.4 ± 8.3 3.9 -240 <.0001 0.46 <.0001
Daidzein (mg) 1.4 ± 2.7 0.6 6.0 ± 9.5 2.1 77 <.0001 0.42 <.0001
Genistain (mg) 2.1 ± 4.4 0.9 9.1 ± 14.3 3.5 77 <.0001 0.42 <.0001
1%difference; (FFQ2－FFQ1)/FFQ2＊100
2Paired Ttest
3Spearman correlation cofficient

Ｐvalue2%difference1 r3

Table 3 Energy and nutrient intake estimated from FFQ1 and FFQ2 in young Thai women  and spearman correlation coefficient between FFQ1 and FFQ2 (n=208)

FFQ1 FFQ2
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FFQ1 FFQ2
mean ± sd median mean ± sd median crude value P value

Energy (kcal) 2134 ± 1503 1758 2042 ± 1396 1686 -5 0.5713 0.76 <.0001
Protein (g) 68.9 ± 49.4 63.7 94.8 ± 74.2 79.2 27 0.0002 0.75 <.0001
Total fat (g) 50.1 ± 35.6 44.2 66.5 ± 59.8 53.3 25 0.0055 0.75 <.0001
SFA (g) 17.84 ± 13.42 15.06 22.10 ± 18.62 19.80 19 0.0158 0.76 <.0001
MUFA (g) 18.18 ± 12.73 15.98 24.61 ± 21.94 20.17 26 0.0051 0.75 <.0001
PUFA (g) 8.04 ± 5.58 7.41 9.09 ± 9.63 6.79 12 0.2799 0.72 <.0001
n-3 PUFA (g) 1.28 ± 0.95 1.02 1.49 ± 1.77 1.03 14 0.2707 0.67 <.0001
n-6 PUFA (g) 7.41 ± 5.09 6.74 9.37 ± 9.08 6.85 21 0.0429 0.68 <.0001
Cholesterol (mg) 317 ± 246 247 512 ± 489 413 38 0.0011 0.71 <.0001
Carbohydrate (g) 286.0 ± 195.2 231.9 243.9 ± 146.5 208.6 -17 0.0383 0.73 <.0001
Soluble dietary fibers (g) 2.5 ± 2.0 1.9 2.3 ± 1.8 2.0 -6 0.4582 0.78 <.0001
Insoluble dietary fibers (g) 7.2 ± 5.1 5.5 8.7 ± 7.2 7.3 18 0.0352 0.75 <.0001
Total dietary fibers (g) 9.8 ± 7.4 7.5 11.0 ± 8.9 9.4 10 0.1749 0.76 <.0001
Natrium（mg) 10124 ± 6277 8433 2779 ± 3423 1720 -264 <.0001 0.59 <.0001
Potassium (mg) 2587 ± 1964 2110 2424 ± 1750 2121 -7 0.3468 0.78 <.0001
Calcium (mg) 549 ± 442 497 375 ± 283 315 -46 0.0013 0.68 <.0001
Magnesium (mg) 249 ± 186 209 248 ± 187 197 0 0.951 0.79 <.0001
Phosphorus (mg) 1028 ± 733 890 1247 ± 919 1045 18 0.0055 0.78 <.0001
Iron (mg) 7.1 ± 5.4 5.9 11.8 ± 14.3 7.6 40 0.006 0.71 <.0001
Zinc (mg) 9.1 ± 6.0 8.0 12.4 ± 9.9 9.6 27 0.0013 0.76 <.0001
Copper (mg) 1.11 ± 0.81 0.99 1.43 ± 1.22 1.19 22 0.0046 0.78 <.0001
Manganese (mg) 3.04 ± 2.10 2.36 3.08 ± 2.47 2.21 1 0.9025 0.64 <.0001
Iodine (µg) 535 ± 369 412 253 ± 155 216 -111 <.0001 0.66 <.0001
Serene (µg) 30 ± 24 27 76 ± 79 54 60 <.0001 0.59 <.0001
Chrome (µg) 5 ± 5 4 5 ± 4 4 -7 0.5792 0.57 <.0001
Molybdic (µg) 126 ± 109 96 158 ± 134 123 21 0.0086 0.67 <.0001
Retinol (µgRE) 935 ± 1374 438 4396 ± 8101 1366 79 0.0071 0.57 <.0001
Alpha-carotene (µg) 102 ± 94 73 61 ± 88 21 -68 0.0173 0.48 0.001
Beta-carotene (µg) 4246 ± 3673 3553 795 ± 705 645 -434 <.0001 0.56 <.0001
Cryptoxanthin (µg) 84 ± 64 66 111 ± 139 81 24 0.2103 0.70 <.0001
Vitamin A (µg) 1661 ± 1596 1192 4544 ± 8136 1627 63 0.0234 0.49 0.0008
Vitamin D (µg) 1.7 ± 1.6 1.1 4.7 ± 7.9 2.7 65 0.009 0.51 0.0004
Alpha-tocopherol (mg) 6.9 ± 5.1 5.2 6.1 ± 4.9 4.9 -13 0.1903 0.77 <.0001
Beta-tocopherol (mg) 0.1 ± 0.1 0.1 0.3 ± 0.3 0.2 55 0.0002 0.60 <.0001
Gamma-tocopherol (mg) 6.8 ± 5.6 5.1 3.3 ± 4.8 2.2 -109 <.0001 0.73 <.0001
Delta-tocopherol (mg) 1.4 ± 1.7 0.9 0.9 ± 1.6 0.5 -52 0.0029 0.63 <.0001
Vitamin K  (µg) 234 ± 170 196 68 ± 70 54 -243 <.0001 0.50 0.0005
Vitamin B1 (mg) 1.19 ± 0.95 0.98 1.62 ± 1.22 1.42 27 0.0006 0.75 <.0001
Vitamin B2 (mg) 1.63 ± 1.25 1.41 2.17 ± 2.16 1.67 25 0.0231 0.64 <.0001
Niacin (mgNE) 15.6 ± 11.8 12.1 23.1 ± 19.1 20.2 32 0.0004 0.73 <.0001
Vitamin B6 (mg) 1.27 ± 0.92 0.96 1.51 ± 1.19 1.27 16 0.0591 0.75 <.0001
Vitamin B12 (µg) 5.6 ± 5.8 3.4 18.4 ± 30.3 8.1 69 0.0039 0.51 0.0004
Folate (µg) 324 ± 246 250 527 ± 757 282 39 0.0587 0.60 <.0001
Pantothenic acid (mg) 6.68 ± 4.53 5.98 7.26 ± 9.12 7.19 8 0.0095 0.70 <.0001
Biotin (µg) 28.1 ± 26.6 19.5 77.2 ± 125.7 37.9 64 0.0076 0.59 <.0001
Vitamin C (mg) 86 ± 70 61 112 ± 105 69 23 0.1242 0.57 <.0001
Salt (g) 25.7 ± 15.9 21.4 5.9 ± 6.7 3.8 -337 <.0001 0.60 <.0001
Daidzein (mg) 1.2 ± 1.7 0.4 5.5 ± 15.2 1.2 78 0.0535 0.48 0.0009
Genistain (mg) 1.9 ± 2.7 0.6 8.3 ± 22.8 2.1 77 0.0543 0.49 0.0008
1%difference; (FFQ2－FFQ1)/FFQ2＊100
2Paired Ttest
3Spearman correlation cofficient

%difference1 Ｐvalue2 r3

Table 4 Energy and nutrient intake estimated from FFQ1 and FFQ2 in young Thai men and spearman correlation coefficient between FFQ1 and FFQ2 (n=44)
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Abstract 

We developed two kind of semi-quantitative food frequency questionnaire (FFQ) for estimating habitual 

nutrient intake from young Thai. One FFQ is developed to modify the Japanese FFQ according to the data 
from dietary record of 56 young Thai (Thai_FFQ1). The other FFQ is developed to add the portion size of 

intake per one meal to the FFQ using Thai national nutritional survey （Thai_FFQ2）. To increase the precision 
of answer of Thai_FFQ2, we developed photographic inventory which listed food items with each portion size. 
Both Thai_FFQ1 andThai_FFQ2 were conducted 252 Thai young and foods and nutrient intake were 

calculated. We found high correlation between nutrients estimated by Thai_FFQ1 and those by Thai_FFQ2. 

 

（受付日：2016 年 7 月 26 日，受理日：2016 年 8 月 9 日）

 

 

 1st (n=69)  2nd (n=70) 3rd (n=69)

Energy(kcal) 1064 1802 2622 54.8
Protein(g) 42.2 62.1 94.1 59.6
Total fat(g) 29.5 49.9 70.4 60.1
SFA (g) 10.72 17.38 27.10 63.9
MUFA (g) 10.72 17.93 25.21 53.8
PUFA (g) 4.46 7.45 10.68 53.8
n-3 PUFA (g) 0.71 1.07 1.62 57.2
n-6 PUFA (g) 4.03 6.73 10.18 56.3
Cholesterol(mg) 169 290 416 61.5
Carbohydrate(g) 165.2 253.1 390.4 54.8
Soluble dietary fibers(g) 1.8 2.4 3.8 52.9
Insoluble dietary fibers(g) 5.6 7.5 10.9 51.9
Total dietary fibers(g) 7.7 9.8 15.1 50.5
natrium（mg) 7487 9696 12777 49.0
Potassium(mg) 1501 2421 3673 62.5
Calcium(mg) 320 579 579 62.5
Magnesium(mg) 147 207 333 57.2
Phosphorus(mg) 587 942 1399 65.4
Iron(mg) 4.5 6.7 9.9 54.3
Zinc(mg) 5.5 8.6 12.9 57.7
Cpper(mg) 0.69 1.10 1.52 51.4
Manganese(mg) 2.06 2.79 4.07 49.0
Iodine(ug) 270 426 615 54.8
Serene(ug) 16 25 40 53.4
Chrome(ug) 3 6 9 53.4
Molybdic(ug) 70 101 169 53.8
Retinol (ugRE) 454 827 1587 56.7
Alpha-carotene(ug) 93 136 164 39.4
Beta-carotene(ug) 4416 5532 6462 42.8
Cryptoxanthin(ug) 52 94 124 53.4
Vitamin A(ug) 1140 1759 2767 50.0
Vitamin D(ug) 0.8 1.4 1.7 42.5
alpha-tocopherol (mg) 4.6 7.5 10.7 51.9
Beta-tocopherol (mg) 0.1 0.2 0.2 48.7
Gamma-tocopherol (mg) 3.7 5.8 10.1 53.8
Delta-tocopherol (mg) 0.6 1.2 2.1 54.3
Vitamin K(ug) 183 310 360 44.2
Vitamin B１(mg) 0.75 1.10 1.72 54.8
Vitamin B２(mg) 0.95 1.62 2.19 51.4
Niacin(mgNE) 7.7 12.7 19.0 56.3
Vitamin B６(mg) 0.72 1.08 1.61 57.2
Vitamin B12(ug) 3.0 4.4 7.8 56.3
Folate(ug) 206 312 437 47.6
Pantothenic acid(mg) 3.20 5.85 10.56 100.0
Biotin(ug) 14.5 21.7 38.6 54.8
Vitamin C(mg) 55 77 107 49.0
Salt(g) 18.8 24.8 32.4 47.6
Daidzein(mg) 0.7 1.1 2.3 50.0
Genistain(mg) 1.0 1.8 3.6 49.5

Table 5 Nutrient intake estimated from FFQ1 classified with tertile of the intake
estimated from FFQ2 for correspondig nutrient and percentage of same category
(women; n=208）

Nutrient intake estimated from FFQ1 Same category
(%) 1st (n=14) 2nd (n=15) 3rd (n=15)

Energy (kcal) 981 1932 3413 68.2
Protein (g) 32.6 64.7 107.1 54.5
Total fat (g) 22.9 47.7 78.0 56.8
SFA (g) 7.79 16.99 28.06 61.4
MUFA (g) 8.20 17.92 27.75 61.4
PUFA (g) 4.17 7.14 12.54 59.1
n-3 PUFA (g) 0.64 1.17 1.98 52.3
n-6 PUFA (g) 3.97 6.68 11.36 50.0
Cholesterol (mg) 132 303 504 52.3
Carbohydrate (g) 158.8 235.3 455.4 54.5
Soluble dietary fibers (g) 1.0 2.0 4.3 65.9
Insoluble dietary fibers (g) 3.2 6.6 11.5 61.4
Total dietary fibers (g) 4.3 9.0 15.9 61.4
Natrium（mg) 6776 9056 14318 52.3
Potassium (mg) 1129 2282 4253 70.5
Calcium (mg) 225 584 815 54.5
Magnesium (mg) 107 237 394 68.2
Phosphorus (mg) 486 928 1634 59.1
Iron (mg) 3.1 6.9 11.0 56.8
Zinc (mg) 4.7 8.8 13.5 54.5
Copper (mg) 0.55 1.00 1.74 65.9
Manganese (mg) 1.89 2.41 4.76 50.0
Iodine (µg) 273 486 828 56.8
Serene (µg) 14 30 46 68.9
Chrome (µg) 2 5 9 52.3
Molybdic (µg) 66 102 204 54.5
Retinol (µgRE) 463 1183 1127 50.0
Alpha-carotene (µg) 44 126 131 59.1
Beta-carotene (µg) 1913 4852 5819 52.3
Cryptoxanthin (µg) 29 95 123 65.9
Vitamin A (µg) 812 2268 1848 59.1
Vitamin D (µg) 0.9 1.4 2.6 43.2
Alpha-tocopherol (mg) 3.1 5.5 11.8 75.0
Beta-tocopherol (mg) 0.1 0.2 0.2 45.5
Gamma-tocopherol (mg) 2.8 5.8 11.6 56.8
Delta-tocopherol (mg) 0.5 1.3 2.4 63.6
Vitamin K  (µg) 171 201 326 45.5
Vitamin B1 (mg) 0.51 1.12 1.89 61.4
Vitamin B2 (mg) 0.75 1.75 2.34 59.1
Niacin (mgNE) 6.3 15.3 24.6 59.1
Vitamin B6 (mg) 0.59 1.23 1.94 65.9
Vitamin B12 (µg) 3.0 5.9 7.7 54.5
Folate (µg) 164 337 460 63.6
Pantothenic acid (mg) 2.36 5.68 11.73 100.0
Biotin (µg) 14.1 26.6 42.6 61.4
Vitamin C (mg) 47 96 113 47.7
Salt (g) 16.8 23.2 36.4 61.4
Daidzein (mg) 0.6 1.0 2.0 47.7
Genistain (mg) 1.0 1.6 3.1 47.7

Table 6　Nutrient intake estimated from FFQ1 classified with tertile of the intake
estimated from FFQ2 for correspondig nutrient and percentage of same category
(men; n=44）

Nutrient intake estimated from FFQ1 Same category
(%)
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